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3S-FEエンジンーエンジン調整 2-3 

エンジン調整

準 備 品 

20 
09258-00030 ホースプラグセット バキュームホース気密保持用

Ap 

工 具 

2 スパークプラグクリーナー スパークプラグ清掃用

ソケットレンチ(30mm) シリンダーヘッドカバー取り付け用

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

09843-18010 タコパルスピックアップワイヤ 回転計接続用

ダイアグノーシスチェックワイコ

09843-18020 ダイアグノーシスコネクター短絡用
ヤ

母

09990-00112 O2センサーチェッカー 各部点検用

計 器 
01 

82992-20010 O2センサーチェッカーワイヤ O2センサーチェッカー接続用 

(株)日本電装 
扱い

ベルトテンションゲージ Vベルト張力測定用 
デンソー品番
95506-00013 

直定規,プッシュプルゲージ Vベルトたわみ量測定用 

CO・HCメーター CO・HC濃度測定用 

コンプレッションゲージ 圧縮圧力測定用

油脂
封印テープ 点火時期調整用

その他
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2-4 3S-FEエンジンーエンジン調整 

基本点検

1 冷却水点検 

2 エンジンオイル点検 

3 バッテリー液量,比重点検 

基準 1.25〜1.25〜1.27 (液温20℃) 

4 エアクリーナーエレメント点検,清掃 

5 スパークプラグ点検 

スパークプラグギャップ

メーカー 型式 基準値(mm) 限 度(mm) 

ND Q16R-U11 
1.0~1.1 1.3 

NGK BCPR5EY11 

6 Vベルト張力およびたわみ量点検,調整 

張力基準値

基準値 新品取り付け時 点検時
種類 (kg) (kg) 

30~45 A/Cなし 70~80 
オルタネーター用

A/C付き 70~80 45~55 
オルタネーター

P/Sポンプ用 45~55 20~35 

たわみ量基準値

基準値 新品取り付け時 点検時
種類 (mm) (mm) 

P/Sポンプ 風 A/C オルタネーター用 A/Cなし 11~15 13~17 
コンプレッサー

〔押力10kg〕 A/C付き 6~9 9~11 

P/Sポンプ用〔押力10kg〕 8~10 10~13 
クランクシャフト たわみ量測定箇所

R4025 
·ベルトのたわみ量測定は定められたプーリー間で測定す 注意

る。

·新品ベルトに交換する時は「新品取り付け時」の基準値 

の中央値に調整する。

·5分以上使用したベルトの点検は「点検時」の基準値で 

確認する。

·5分以上使用したベルトの再組み付けは「点検時」の基 

準値の中央値に調整する。

7 計器取り付け 

(1)一次信号検出タイプの回転計は,ダイアグノーシスコネクター 

にタコパルスピックアップワイヤを取り付け,回転計を取り付 

ける。

R2218 
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サ技報

3S-FEエンジンーエンジン調整 2-5 

8 エアバルブ冷間時点検 

(1) 冷間時,アイドル回転数が上昇することを確認する。 

(2) クランプをゆるめ,エアクリーナーホースをスロットルボデー 

からはずす。

(3)スロットルボデー内のエア取り入れ口を塞いだとき,回転数が 

下がることを確認する。
エア取り入れ口

11 <参考> 指にビニールテープを巻いておくとよい。 

2 9 エンジン暖機 

10 エアバルブ温間時点検 R 4055 

(1) スロットルボデー内のエア取り入れ口を指で塞いだとき,回転 

数の低下が基準値以下であることを確認する。

基準値 50rpm 

指にビニールテープを巻いておくとよい。<参考> 

11 タペット異常点検 

12 点火時期点検,調整 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤーを使用して,ダイアグノー 

シスコネクターのTE1→E1端子を短絡する。 

注意 短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違

えない。

(2) 点火時期を確認する。 

基準値 BTDC9~11° 

基準値外の場合は,ディストリビューターを動かして基準値の 

中央値に調整する。

R 2223 (3) TE1→E1端子を開放する。 

(4)点火時期が基準値であることを確認する。 
15 10 5 0 

基準値 BTDC 10~21° 

(5)点火時期を調整した場合は,ディストリビューターのセットボ 

ルトを封印テープで封印する。

13 アイドル回転数点検 

注意 電動ファンがOFFのときに行う。 

(1)アイドル回転数を確認する。 

基準値 700±50rpm 
F7269 

14 インテークマニホールド負圧点検 

基準値 460mmHg 

15 コンプレッション点検 

基準値 12.5kg/cm2(250rpm) 

限度 10.0kg/cm2 (250rpm) 

気筒差限度 1.0kg/cm2 
16 CO·HC濃度点検 

CO濃度 1.0%以下 基準値

HC濃度 800ppm以下 
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2-6 3S-FEエンジンーエンジン調整 

Vベルト張力およびたわみ量調整 A 

オルタネーター用ベルト張力調整

A/Cなし 

(1) 固定用ボルトA,Bをゆるめる。 

(2)ハプナットレンチを使用して,シリンダーブロックを支点にオ 

ルタネーターを押し,ボルトBを締め付ける。 

B (3)ボルトAを締め付ける。 

F3596 (4)ベルトの張り具合(張力またはたわみ量)を確認する。 

B A/C付き 

(1)  固定用ボルトA,Bをゆるめる。 

C (2) アジャスティングボルトCを回して張力を調整する。 

(3)ボルトA,Bを締め付ける。 

(4)ベルトの張り具合(張力またはたわみ量)を確認する。 

A 

R0742 

2 P/Sポンプ用ベルト張力調整 
A 

(1) 固定用ボルトA,Bをゆるめる。 

(2)ハブナットレンチを使用して,シリンダーブロックを支点に 

P/Sベーンポンプを押し,ボルトBを締め付ける。 

(3)ボルトAを締め付ける。 

(4)ベルトの張り具合(張力またはたわみ量)を確認する。 

B 

R0743 

バルブクリアランス点検,調整 

1 ワイヤハーネス取りはずし 

(1)オルタネーター(B端子およびコネクター3個(オルタネータ 

ー用,水温スイッチ用,排気温センサー用)をはずし,ワイヤ 

ハーネスをはずす。

2 アクセルレーターケーブル取りはずし 

3 スロットルケーブル取りはずし(A/T) 

ベンチレーションホース取りはずし4 

5 レジスティブコード取りはずし

6 シリンダーヘッドカバー取りはずし 

(3S-FEエンジン修理書P1-16参照) 

7 バルブクリアランス点検 

(3S-FEエンジン修理書P1-33参照) 

8 バルブクリアランス調整 

(3S-FEエンジン修理書P1-33参照) 

9 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(3S-FEエンジン修理書P1-36参照) 
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3S-FEエンジンーエンジン調整 2-7 

10 ベンチレーションホース取り付け 

11 レジスティブコード取り付け 

12 アクセルレーターケーブル取り付け 

13 スロットルケーブル取り付け (A/T) 

14 ワイヤハーネス取り付け 

(1)オルタネーター(B端子およびコネクター3個(オルタネータ 

ー用,水温スイッチ用,排気温センサー用)を接続し,ワイヤ 

ハーネスを取り付ける。

CO・HC濃度点検 

注意 電動ファンがOFFのとき行う。 

<参考> ECUにより空燃比が補償されているため,調整の必要 

はありません。

1基本点検 

(P2-4参照) 

2 CO・HC濃度点検 

O2センサーチェッカーによる点検 

(1)ダイアグノーシスコネクターにO2センサーチェッカーワイヤを 

介してO2センサーチェッカーを取り付ける。 

(2)エンジン回転数を2500rpmで90秒間保持し,O2センサーを暖機 

する。

(3) O2センサーチェッカーワイヤのコネクター(TE1+E1端子)を短 

絡する。
C 

(4)エンジン回転数を2500rpmで保持し,O2センサーチェッカーの 
コネクターを接続する

ロータリースイッチをVF位置にしたとき,指針が0~5V間で 

振れることを確認する。また,Oxランプの点滅回数を測定する。 
R2219 

基準 10秒間に8回以上指針が振れること 

10秒間に8回以上O×ランプが点滅すること 

(5) O2センサーチェッカーのコネクターを開放する。 

(6)アイドル回転でVP電圧を測定する。 

基準値 2.5±0.7V 

(7) アイドル回転でCO·HC濃度を点検する。 

基準値 CO濃度 1.0%以下 

HC濃度 800ppm以下 

注意 ・O2センサーが冷えてしまうため,(3)以後の作業は短時間 

で行う。

·測定中はO2センサーチェッカーのOxランプが点滅して 

いること。Oxランプの点滅が停止した場合は,(2)の作 

業より繰り返す。
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3S-FEエンジンーエンジン調整 2-8 

トヨタエレクトリカルテスターによる点検

·内部抵抗の小さいサーキットテスターを使用すると正し 注意

<電圧表示されないため,トヨタエレクトリカルテスタ 

ー以外のテスターを使用する場合は内部抵抗40KΩ以上 

のものを使用する。

·ダイアグノーシスコネクターの接続位置を間違えると故 

障の原因になるため,絶対に間違えない。 

(1) チェックコネクターのVF1端子にテスターの(i)端子に 

テスターの一端子を収り付ける。

(2)エレクトリカルテスターのロータリースイッチを20Vレンジに 

する。

(3) エンジン回転を2500rpmで90秒間保持し,O2センサーを暖機す 

る。

(4) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用してTuth,端子を短 

絡する。

(5) エンジン回転数2500rpmで保持し,エレクトリカルテスターの 

指示が0~約5V間で変化することを確認する。 

基準: 10秒間に8回以上変化すること 

(6) Tbu+2,端子を開放する。 

(7)アイドルト制転でVP」電圧を測定する。 

基準値 2.5±0.7V 

(8)アイドル回転でCO・IC濃度を点検する。 

基準値 CO濃度 1.0%以下 

HC濃度 800ppm以下 

(9) TE1→「」端子を短絡し、エンジン回転数を2500rpmで保持して, 

テスターの指針がただちに0~5V間で変化することを確認す 

る。テスターの指示が変化していない場合は,(3)の作業より繰 

り返す。

O2センサーが冷えてしまうので3)以降の作業は短時間で 注意

行う。

(10) TEL や上開放する。 

P/Sアイドルアップ装置点検 

P/Sアイドルアップ装置機能点検 

1 基本点検 

(P2-4参照) 

2 P/Sアイドルアップ装置機能点検 

(1)アイドル回転でステアリングホイールを直進状態からゆっくり 

据え切りしたとき,アイドル回転が不安定にならないことを確 

認する。
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3S-FEエンジンーエミッションコントロールシステム 2-9 

エミッションコントロールシステム

準 備 品 

09082-00012トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

ダイアグノーシスチェックワイ
09843-18020 ダイアグノーシスコネクター短絡川

ヤ

簣
計 器 

09990-00112 O2センサーチェッカー システム点検用
R 8 9 

(ウ) 

82992-20010 O2センサーチェッカーワイヤ O2センサーチェッカー接続用 

サウンドスコープ インジェクター作動音確認用

空燃比補償装置

空燃比補償装置機能点検

1基本点検 

(P2-4参照) 

2 空燃比補償装置機能点検 

O2センサーチェッカーによる点検 

(1) ダイアグノーシスコネクターにO2センサーチェッカーワイヤを 

介してO2センサーチェッカーを取り付ける。 

(2)エンジン回転数を2500rpmで約90秒間保持し,O2センサーを吸 

機する。

(3) O2センサーチェッカーワイヤのコネクターを短絡する。 

(4)エンジン回転数を2500rpmで保持し,O2センサーチェッカーの 

ロータリースイッチをV 位置にしたとき,指針が0〜5V間で 

振れることを確認する。また,Oxランプの点滅回数を測定する。 
コネクターを接続する

基 準 10秒間に8回以上指針が振れること 

10秒間に8回以上Oxランプが点滅すること R2219 

(5) O2センサーチェッカーワイヤのコネクターを開放する。 

(6)アイドル回転でVF電圧を測定する。 

基準値 2.5±0.7V 

注意 ·O2センサーが冷えてしまうため、(3)以降の作業は短時間 

に行う。

·測定中はO2センサーチェッカーのOxランプが点滅して 

いること。Oxランプの点滅が停止した場合は(2)の作業 

より繰り返す。
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2-10 3S-FEエンジンーエミッションコントロールシステム 

トヨタエレクトリカルテスターによる点検

注意 ·内部抵抗の小さいサーキットテスターを使用すると正しく 

電圧表示されないため,トヨタエレクトリカルテスター 

以外のテスターを使用する場合は内部抵抗40KΩ以上の 

ものを使用する。

·ダイアグノーシスコネクターの接続位置を間違えると故 

障の原因になるため絶対に間違えない。

(1)ダイアグノーシスコネクターのVr1端子にテスターの④端子, 

E1端子にテスターの○端子を接続する。 

(2) テスターのロータリースイッチを20Vレンジにする。 

(3) エンジン回転数を2500rpmで90秒間保持し,O2センサーを暖機 

する。

(4)ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのTr1→E1端子を短絡する。 
○ 

(5)エンジン回転数を2500mmで保持し,エレクトリカルテスター 2 

C 
の指示が0〜5V間で変化することを確認する。 

○ 

基準 10秒間に8回以上変化すること 

R3957 (6) Tr1端子を開放する。 

(7) アイドル回転でVF1電圧を測定する。 

基準値 2.5±0.7V 

(8) TE1→E1端子を短絡し,エンジン回転数を2500rpmで保持して 

テスターの指示がただちに0~5V間で変化することを確認す 

る。テスターの指示が変化していない場合は,(3)作業より繰り 
○ 0 

返す。
G 

注意 O2センサーが冷えてしまうので,(4)以降の作業は短時間 0 

で行う。

R2220 
(9) TE1→E1端子を開放する。 

点火時期制御装置

点火時期制御装置機能点検

1基本点検 

(P2-4参照) 

2 点火時期制御装置機能点検 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,チェックコネク R2223 

ターのTE1→E1端子を短絡したときの点火時期を確認する。 

基準値 BTDC 9〜11° 

注意 短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違

えない。

(2) Tr1→E1端子を開放する。 

(3)点火時期が基準値内であることを確認する。 

基準値 BTDC 10~21° 

(4)エンジン回転を上げたとき,点火時期が進角することを確認す 

る。
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減速時制御装置

減速時制御装置機能点検

1基本点検 

(P2-4参照) 

2 フューエルカット作動点検 

(1)エンジン回転数を2500rpmに上げる。 

(2) サウンドスコープを使用し,インジェクターの作動音を確認す R4056 

る。

(3)スロットルレバーを離したとき,インジェクターの作動音が一 

2500 瞬止まり,その後,再度作動音がすることを確認する。 2000 1600 

基準値 フューエルカット回転数 2000rpm 

復帰回転数 1600rpm 
rpm pm rpm 

f .... チッチッ」 「!」 「チッチッチツ」

R2682 

単体点検

0
0

 

I 
1 

Q スロットルポジションセンサー点検0 

IDL↔E2端子間抵抗点検 

(1) スロットルレバーとスロットルストップスクリュー間にシック 

ネスゲージをはさみ,IDL→E2端子間の抵抗を測定する。 

基準値 0.40mm 導通あり 

0.75mm 導通なし R 4057 
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EFIシステム 

準備品

様式 インジェクションメジャーリン* 
19 09268-41045 

グツールセット(5) 10 (5) 13 

09268-41090 ユニオン No.7 

90405-09015ユニオン No.1 SST 

インジェクター点検用

90467-13001 クリップ 
7 

95336-08070 ホース 

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

() 

09083-00060ミニテストリード コンピューター点検用

㎜D 

09842-30070 EFIインスペクションワイヤF インジェクター点検用

計 器 ダイアグノーシスチェックワイ
09843-18020 ダイアグノーシスコネクター短絡用

ヤ

(株)バンザイ 

扱い マイティバック バキュームセンサー点検用

TB-501 

(株)バンザイ 
EFIフューエルプレッシャーゲ 

燃圧点検用扱い
ージ

TB-706 

サウンドスコープ インジェクター作動音点検用

インジェクターおよびプレッシャーレギュレータ
スピンドル油 -Oリング取付け用 

油脂

その他 インジェクター点検用受け皿
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トラブルシューティング

本トラブルシューティングはEFI装置が起因する項目を主体に各不具合 

現象ごとに記載してあります。従って,エンジン本体関係が起因する事 

項は点検項目のみ記載してあります。

注意 ·燃料系部品の点検、脱着および電気系部品の脱着を行う 

場合は、ダイアグノーシスコードを読み取った後、バッ

テリー(端子を取りはずす。 

・燃料系路を切り離す場合は,作業の前に燃料流出防止処 

置(P2-17参照)を行い、周囲に燃料が飛散しないよう 

ウエスなどあてがう。また,組み付け後、燃料漏れ点検 

(P2-17参照)を行う。 

・各配線のコネクターをはずす場合、コネクター本体を持

って行い絶対に配線を引っ張らない。また接続時には確

実にはめる。

トラブルシューティングの進め方

F8364 
1 基本点検 

2 ダイアグノーシスによる点検 

(1)ダイアグノーシスコードを読み取る。 

(2) ダイアグノーシスコードの異常が出力された場合ダイアグノー 

シス指示項目の点検を行う。

3 トラブル現象別チャートによる点検 

(1)ダイアグノーシスコードに異常が出力されない場合,トラブル 

現象別チャートに示す項目を番号順に点検する。

基本点検

不具合原因の探求を行う場合,事前に下記事項の点検を行う。 

1 電源点検 

(1)バッテリー電圧を点検する。 

基準値 10~14V 

(2)バッテリーヒューズヒュージブルリンクアース状態ワイヤハー 

ネスコネクターの接続状態を点検する。

2 インジェクター作動点検 

(1)サウンドスコープを使用して,クランキング時,インジェクタ 

ーの作動音(カチカチ音)がすることを点検する。 

R4056 
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3 燃圧点検 

(1)フェーエルフィルターとデリバリーパイプ間のフューエルホー 

スを指先でつまんだとき,燃圧が感じられることを確認する。 

4 火花点検 

(1) インジェクターのコネクターを取りはずす。 

(2)スパークプラグを取りはずす。 

(3) スパークプラグをレジスティブコードに取り付け,スパークプ 

ラグの接地電極をアースさせる。

(4) クランキングしたとき火花が飛ぶことを点検する。 

(5) スパークプラグを取り付ける。 

T=180kg・cm 

ダイアグノーシスによる点検

1 バッテリー電圧点検 

基準 10~14V 

注意 バッテリー電圧が低いと誤診断のおそれがある。

2 チェックエンジンウォーニングランプ点検 

(1) IGスイッチをONにし,チェックエンジンウォーニングランプ 

が点灯することを確認する。

<参考> ランプが点灯しない場合は,配線の断線,ヒューズ切れ, 

バルブ切れが考えられる。

R0349 

3 ダイアグノーシスコード読み取り 

(1)スロットルバルブ全閉(IDL接点ON),シフト位置N,Pレン 

ジ(A/T)にする。 

(2) ダイアゲノーシスチェックワイヤーを使用して,ダイアグノー 

シスコネクターのTE1→E1端子を短絡する。 

短絡位置を間違えると故障の原因となるため絶対に間違注意

えない。

(3) IGスイッチをONにして,チェックエンジンウォーニングラン 

プの点滅回数を読み取る。

<参考> ・コードを表示しない(ランプが点滅しない)場合は,TE, 

→E1端子系の断線,コンピューター不良が考えられる。 

·チェックエンジンウォーニングランプが常時点灯してい 

る場合は,ワイヤハーネスのショート(かみ込みなど) 

が考えられる。

●意味のないコードを出力する場合は、コンピューター不 

良が考えられる。R 2228 
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·1000rpm以上でチェックエンジンウォーニングランプが 

点灯し,コードを出力しない場合は,一度イグニッショ 

ンスイッチをOFFにした後,再度点検する。それでも 

コードを出力しない場合は,コンピューター不良が考え 

られる。

(4)ダイアグノーシスコードが異常を出力した場合は,ダイアグノ 

ーシスコード一覧表より判断する。

正常時 異常時

0.52秒 
0.54秒 

0.54秒 4 秒 1秒1.5秒 2.5秒 4.5秒 0.54秒 -1 
心 - 

0.26秒 

点灯

INMINIL 
点灯

消灯 消灯

コード “21” コード "31" 繰り返し

R405B 
EFIヒューズ 4 ダイアグノーシスコードの記憶消去 

(1) 異常箇所修理後,EFIヒューズ(15A)を10秒以上取りはずす。 

ヒューズ接続後,正常コードが出力されることを確認する。 

ダイアグノーシスのトラブルコードー覧表

·異常箇所が2項目以上ある場合は小さい方から順に表示 注意

する。

・コード番号51(スイッチ信号系統)はダイアグノーシス A4026 

のメモリーに記憶されない。

コード
チェックエンジンランプの点滅番号

診断項目 診断内容 点検内容

クランキング中およびクランキング後にク ①ワイヤハーネスおよびコネクター (ク 
点灯回転信号系統 ランク角(G,Ne)が数秒コンピューター ランク角,スターター信号) 12 

(G, Ne) 消灯 に入力されないときに表示(クランキング ②ディストリビューター 

は2秒以上行ったとき) ③エンジンコントロールコンピューター 

①ワイヤハーネスおよびコネクター(ク 
点灯 エンジン回転数が1000rpm以上でNe信号 

回転信号系統 ランク角,スターター信号) 13 が数秒間コンピューターに入力されない場(Ne) 消灯 ②ディストリビューター 
合

③エンジンコントロールコンピューター 

①ワイヤハーネスおよびコネクター (イ 
クランキング中およびエンジン回転中イグ点灯 2,27 グナイター+BおよびIGf,IGt,系統) 14 点 火 信 号 系 統 ナイタからの信号(IGf)が8~11回連続し 

②イグナイター 消灯 て発生しなかった場合
③エンジンコントロールコンピューター 

エンジン回転数が1500rpm以上で冷却水温 ①ワイヤハーネスおよびコネクター 
点灯 50℃以上の高負荷状態が数分間続いた状態 (VF,Ox系統) 21 O2 センサー系統 
消灯 で,O2センサー信号が数秒間リーンのとき ②O2センサー 

表示 (注1) ③エンジンコントロールコンピューター 

(注1)異常がない場合でも,車速が180km/hを越えると検出することがあります。 
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コード
診 断 項 目 チェックエンジンランプの点滅 診 断 内 容 点検内容

番 号 

①ワイヤハーネスおよびコネクター (水 
水温センサーの抵抗値がオープンまたはシ

点灯 温センサー系統) 
ョートと判断されるとき(156KΩ以上また 22 水温センサー系統

消灯 ②水温センサー 
は79Ω以下) 

③エンジンコントロールコンピューター 

①ワイヤハーネスおよびコネクター (m) 

点灯
吸気温センサーの抵抗値がオープンまたは

3,27 気温センサー系統) 
24 吸気温センサー系統 ショートと判断されるとき(156KΩ以上ま 

消灯 ②吸気温センサー 
たは790以下) 

③エンジンコントロールコンピューター 

①ワイヤハーネスおよびコネクター (バ 

点灯バキュームセンサー 22 圧力信号がオープンまたはショートになっ キュームセンサー系統) 
31 

信 号 系 統 たとき表示 ②バキュームセンサー 消灯
③エンジンコントロールコンピューター 

①ワイヤハーネスおよびコネクター(ス 
·IDL信号とPSW信号が同時に人力され 

ロットルポジションセンサー系統) 
点灯
2号 

た時(M/T) 
41 スロットル信号系統 ②スロットルポジションセンサー 

·スロットル開度信号がオープンまたはシ 消灯 ③エンジンコントロールコンピューター 
ョートと判断される場合(A/T) 

④トルクコンバーターすべり 

·エンジン回転数が2100~500rpmで吸気 

圧力が360mmHg以上かつ水温か80℃よ 
①ワイヤハーネスおよびコネクター(単 

点灯
り上の時で、非速0km/hか8秒以上続い 

23 た時 (M/T) 速センサー系統) 42 車速信号系統 ·T/M取付車速センサーから4パルス信号 ②卓速センサー 消火] 入力している間にメーター内蔵車速セン

サーからの信号が1パルスも人力されな ③エンジンコントロールコンピューター 

い時に表示 (A/T) 

①ワイヤハーネスおよびコネクター(ス 
中速0km/hでイグニッションONの状態 

点灯
ターター信号) 

2222 からエンジン回転数800m以上になって 
②イグニッションスイッチ,メインリレー 43 スターター信号系統

消灯 もSTA信号がコンピューターに入力され 
系(ヒューズ,ワイヤハーネス類含む) 

ない場合
③エンジンコントロールコンピューター 

ダイアグノーシスコネクターのTu←E、端 ①ニュートラルスタートスイッチ系統 

点灯
22号 

子短絡でエアコンON,IDL接点OFFま (A/T) 
51 スイッチ信号系統

たは,"N;"P"レンジ以外のとき表示, ②エアコンスイッチ 消灯
ただし記憶はしない ③エンジンコントロールコンピューター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



3S-FEエンジンーEFIシステム 2-17 

フューエルシステム

燃料流出防止作業

1 リヤシートクッション取りはずし 

2 フューエルポンプコネクター取りはずし

3 エンジン始動 

(1)エンジンを始動し,自然に停止した後,イグニッションスイッ 

チをOFFにする。 R4027 

4 バッテリー(ターミナル取りはずし 

5 フューエルポンプコネクターおよびリヤシートクッション取り 

付け

燃料漏れ点検

1 バッテリー(一)ターミナル取り付け 

2 フューエルポンプ作動 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのFp→+B端子間を短絡する。 

注意 短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に間 

違えない。

(2) イグニッションスイッチをONし,フューエルポンプを作動さ 

せる。

注意 エンジンは始動させない。

3 漏れ点検 

(1)燃圧のかかった状態で燃料系統の漏れを点検する。 R 221 

機能点検

1 フューエルポンプ作動点検 

(1) イグニッションスイッチをONにする。 

注意 エンジンは始動させない。

(2) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのFp→+B端子を短絡し,フューエルポンプを 

作動させたとき,ポンプの作動音がすることを確認する。 A 221 

注意 短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に間 

違えない。

<参考> フューエルポンプがインタンク式のため作動音が聞きと

りにくいので,フューエルタンクキャップを取りはずし 

注入口にて確認する。

(3)フューエルフィルターとスロットルボデー間のフューエルホー 

スを指先でつまんだとき、燃圧が感じられることを確認する。
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2 燃圧点検 

(1)燃料流出防止作業を行う。(P2-17参照) 

(2)スパナでフューエルフィルターを固定してユニオンボルトをは 
◎ 

ずし,フューエルホースおよびガスケットを取りはずす。 
m 
17 注意 フューエルバイプラインに若干残圧があるため,ウエス 

IID 
などで覆い,ガソリンの飛散を防ぐ。 

(3)フューエルフィルターに燃圧計を取り付ける。 

T=300kg・cm 

(4)バッテリー(ターミナルを取り付ける。 R0352 

(5)エンジンを始動する。 

(6) プレッシャーレギュレーターのバキュームホースをはずし, 塞 

ぐ。

(7)アイドル回転時の燃圧を測定する。 

基準値 2.4~2.8㎏/cm2 

(8)バキュームホースを接続したときの燃圧を測定する。 

基準値 約2.0kg/cm2 

(9)燃料流出防止作業を行う。(P2-17参照) 

(10)燃圧計を取りはずし,フューエルホースを取り付ける。 

T=300kg・cm 

(11) 燃料漏れ点検を行う。(P2-17参照) 

プレッシャーレギュレーター

プレッシャーレギュレーター取りはずし

1 燃料流出防止作業 

(P2-17参照) 

2 バキュームホース取りはずし 

3 フューエルリターンホース取りはずし 

(1)ユニオンボルトおよびガスケット2個をはずし,プレッシャー 

レギュレーターとリターンホースを切り離す。

注意 フューエルパイプラインに若干残圧があるため,ウエス 

などで覆い,ガソリンの飛散を防止する。 

F6952 

4 プレッシャーレギュレーター取りはずし 

(1)ボルト2本をはずし,プレッシャーレギュレーターを取りはず 

す。

5  Oリング取りはずし 

F6953 
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プレッシャーレギュレーター取り付け

1  0 リング取り付け 

(1) プレッシャーレギュレーターのOリング溝部およびOリング表 

面に傷,異物の付着のないことを確認する。 

(2)新品のOリングにスピンドル油またはガソリンを塗布してプレ 

ッシャーレギュレーターに取り付ける。

注意 ○リングをスピンドル油中に30分以上放置しない。 

F6954 

2 プレッシャーレギュレーター取り付け 

(1) プレッシャーレギュレーターを左右に回転させながらデリバリ 

ーパイプに取り付ける。

(2)滑らかに回転することを確認する。 

滑らかに回転しない場合は,Oリングのかみ込みが考え 注意

られるため、プレッシャーレギュレーターを取りはずし

て再度上記(1),(2)の作業を行う。 

(3)ボルト2本を締め付ける。 

F6953 T=55kg・cm 

3 フューエルリターンホース取り付け 

(1)新品のガスケット2枚を介して,フューエルリターンパイプを 

ユニオンボルトでプレッシャーレギュレーターに取り付ける。
If 

4 バキュームホース取り付け 

5 燃料漏れ点検 

(P2-17参照) 

F6952 

無断複製禁止 
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インジェクター

脱着構成図

アクセルレーターワイヤ

T=130 

インテークマニホールド

フューエルデリバリー サージタンクステーNo! ●ガスケット パイプサブASSY 

スロットルボデーASSY 

スベーサー T=195 
コネクター
(吸気温 

○リング センサー用) 

グロメット

0 ガスケット

T=300 

f
i
 

エアクリーナー

W/キャップ 
ガスケット

●インジェクター フューエルホース
バイブレーション
インシュレーター

●……再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

R4152 

インジェクター取りはずし

1 燃料流出防止作業 

(P2-17参照) 

2 アクセルレーターケーブル取りはずし 

3 吸気温センサーコネクター取りはずし 

4 エアクリーナーW/キャップ取りはずし 

5 各ホース取りはずし (1) (3) 
(1) プレッシャーレギュレーター用バキュームホース h 

(2) ブレーキブースター用パキュームホース (2) (5) 

(3)バキュームセンサー用バキュームホース 

(4)アイドルアップ用バキュームホース 

(5)エアホースNa1 

6 ワイヤーハーネスクランプおよびボンドケーブル取りはずし 

(1) クランク2個およびボンドケーブルを取りはずす。 (4) 

F7131 

無断複製禁止 
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7 スロットルボデー切り離し 

(1)ボルト4本をはずし,インテークマニホールドからスロットル 

ボデーを取りはずす。

<参考> スロットルボデーは,単両から取りはずさない。 

R4059 

8 インテークマニホールド取りはずし 

(1)ボルト2本をはずし,サージタンクステーNa1を取りはずす。 

F7134 

(2) ボルト6本,ナット2個をはずし,インテークマニホールドお 

よびガスケットを取りはずす。

9 インジェクター用コネクター4個取りはずし 

F7135 

10 デリバリーパイプ W/インジェクター取りはずし 

(1)フューエルフィルターをスパナで固定して,ユニオンボルトと 

フューエルホースを取りはずす。

(2)フューエルリターンホースを切り離す。 

R0366 

(3)ボルト2本をはずし,スペーサー,デリバリーパイプおよびイ 

ンジェクターを取りはずす。
11 

注意 デリバリーパイプを取りはずすときインジェクターを落

とさない。

11 インジェクター取りはずし 

12  O リングおよびグロメット取りはずし 

インジェクター点検

(P2-29参照) 
R4060 
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インジェクター取り付け

1 Oリングおよびグロメット取り付け 

(1) インジェクターに新品のグロメットを取り付ける。 

(2) インジェクターのOリング溝部に傷,足物の付着がないことを 

確認する。

(3) 新品のOリングにスピンドル油またはガソリンを塗布して,イ 

ンジェクターに取り付ける。

注意 ○リングをスピンドル油中に30分以上放置しない。 
F1142 

2 インジェクター取り付け 

(1) インジェクターを左右に則転させながらデリバリーパイプに取 

り付ける。

(2) 滑らかに回転することを確認する。 

注意 滑らかに回転しない場合は、○リングのかみ込みが考え 

られるため,インジェクターを取りはずして再度上記1, 

2の作業を行う。 

F6749 

3 デリバリーパイプ W/インジェクター取り付け 

(1) スペーサーを介してデリバリーパイプ W/インジェクターを 
(1 

ボルト2本で取り付ける。 

T=130kg・cm 

R4060 

(2) 新品のガスケットを介してフェーエルホースを取り付け,フェ 

ーエルフィルターをスパナで固定して,ユニオンボルトを取り 

付ける。

T=300kg・cm 

4 インジェクター用コネクター4個取り付け 

R0366 

5 インテークマニホールド取り付け 

(1)新品のガスケットを介して,ボルト6本,ナット2個でインテ 

ークマニホールドを取り付ける。

T=195kg・cm 

F7135 
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(2)ボルト2本でサージタンクステーNo.1を取り付ける。 

T=195kg·cm(インテークマニホールド側) 

T=425kg・cm (シリンダープロック側) 

F7134 

6 スロットルボデー取り付け 

(1)ボルト4本でサージタンクにスロットルボデーを取り付ける。 

T=195kg・cm 

R4059 

7 ワイヤハーネスクランプ取り付け (2) (4) 
(1)クランプ2個およびボンドケーブルを取り付ける。 

8 各ホース取り付け 
(3) 

(1)エアホースNo.1 
a 

11 
(2) プレッシャーレギュレーター川バキュームホース 

(3) ブレーキブースター用バキュームホース 

(4)バキュームセンサー用バキュームホース 

(5) アイドルアップ用バキュームホース×2 (5) 

F7131 

9 アクセルレーターケーブル取り付け,調整 

10 エアクリーナーホース W/キャップ取り付け 

11 吸気温センサーコネクター取り付け 

12燃料漏れ点検 

(P2-17参照) 
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フューエルフィルター

脱着構成図

リヤシートクッションASSY T =300 

●ガスケット 

フューエルメインホース

T=75 フューエルフィルターASSY 

-フューエルチューブ 

コネクター
(フューエルボンプ用) 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) 

R4030 R 4028 

フューエルタンク & 

フューエルポンプ

(P3-34参照) 
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制御システム

部品配置図

フューエルボンプ

バキュームセンサー

スロットルボジションセンサー

エンジンコントロールコンピューター

サーキットオープニングリレー

イグナイター

インジェクター

ダイアグノーシスコネクターディストリビューター
ISCV O2センサー 

吸気温センサー

水温センサー

EFIメインリレー 

排気温センサー

R4153 

スロットルボデー

脱着分解構成図

スロットルケーブル(A/T) 
●カスケット 

(1) 
スロットルポジションセンサー

スロットルボデーASSY 

アクセルレーター
●ガスケット ケーブル エアクリーナーホース W/ 

エアクリーナーキャップ

ISCV 

(
2

)
 

·コネクター 
(吸気温センサー用) 

ベンチレーションホース

ウォーターホース· 
ウォーターホース

エアホース· 

R4154 
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スロットルボデー取りはずし

1 冷却水抜き取り 

2 アクセルレーターケーブル取りはずし

3 スロットルケーブル取りはずし(A/T) 

吸気温センサーコネクター切り離し4 

5 エアクリーナーホースW/キャップ取りはずし 

6 バキュームホース取りはずし

(1)キャニスター用バキュームホースをはずす。 

スロットルポジションセンサーコネクター切り離し7 

8 ISCVコネクター切り離し 

9 ベンチレーションホース取りはずし

10 エアホースNo.1取りはずし 

11 ウォーターホース取りはずし 

(1) クリップをはずし,ウォーターホース2本を取りはずす。 

R4061 

12スロットルボデーASSY取りはずし 

(1)ボルト4 本をはずし,スロットルボデーASSYを取りはずす。 

スロットルボデー点検

(P2-30参照) 

R4059 

スロットルボデー分解

1 ISCV ASSY取りはずし 

(1) スクリュー4 本を取りはずし,ISCV ASSYおよびガスケッ 

トを取りはずす。2 

R4062 

2 スロットルポジションセンサー取りはずし 

(1) スクリュー2本をはずしスロットルポジションセンサーを取り 

はずす。

スロットルポジションセンサーに衝撃を与えない。4年 

R4063 

無断複製禁止 
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スロットルボデー組み付け

1 スロットルポジションセンサー取り付け 

(1)スロットルバルブが全閉であることを確認する。 

(2) センサーをバルブ全閉位置に対して60~120度左回転させた状 

態でスロットルボデーにはめ込む。

R4064 

(3) センサーを右回転させ,センサーを仮締めする。 
0 

R4065 

2 スロットルポジションセンサー調整 

(1)スロットルストップスクリューとスロットルレバーの間に0.4 0 0
0

 1DL mmのシックネスゲージを差し込む。 

0
0

 E2 

(2) IDL→E2端子間に導通があることを確認する。 

<参考> IDL↔E2端子間に導通がなければ、導通があるまでセン 

サーを左回転させる。

R4066 

(3) センサーをゆっくり右に回転させ,IDL→E2端子間の導通がな 

くなる瞬間の位置でセンサーを本締めする。

(4)スロットルポジションセンサーの端子間抵抗を測定する。(P2- 

31参照)基準値外の場合は上記(1)~(3)の手順で再調整を行う。 

(5) センサー固定スクリューを黄ペンキで封印する。 

R4063 

3 ISCV ASSY取り付け 

(1)新品のガスケットを介して,ボデー側に差し込み,スクリュー 

4本でISCV ASSYを取り付ける。 

-ガスケット 

R4067 
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スロットルボデー取り付け

1 スロットルボデー取り付け 

(1) 新品のガスケットを介して,スロットルボデーをボルト4 本で 

取り付ける。

T=195kg・cm 

R4059 

2 エアホースNo.1取り付け 

3 ベンチレーションホース取り付け

ウォーターホース取り付け4 

5 スロットルポジションセンサーコネクター取り付け

6 ISCVコネクター取り付け 

7 バキュームホース取り付け 

R4061 

8 エアクリーナーホース W/キャップ取り付け 

9 吸気温センサーコネクター取り付け 

10 スロットルケーブル取り付け、調整(A/T) 

11 アクセルレーターケーブル取り付け 

12 冷却水注入 
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単体点検

フューエルホンプ

1 抵抗点検 
○ 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,端子間の抵抗を測 ポンプ( 

ポンプ( 定する。

基準値 0.2~0.3Ω 
R4036 S-6-2 

インジェクター

インジェクター点検

1 端子間抵抗測定 

(1) インジェクターからコネクターを取りはずす。 

(2)端子間の抵抗を測定する。 

基準値 約13.8Ω(20℃) 

F7145 

2 燃料噴射量および漏れ点検 

雷注意 点検は通気の良い場所で火気に注意して行う。
SST 

(1)フューエルフィルター,プレッシャーレギュレーターおよびイ 

ンジェクターにSSTを取り付ける。 

SST 09268-41090 90405-09015 90467-13001 

95336-08070 

注意 インジェクターはOリングおよびグロメットをはめた状 

態でSSTを取り付ける。 

F7286 

(2) インジェクターのコネクター部に,EFIインスペクションワイ 

ヤFを取り付ける。 

(3) イグニッションスイッチをONにする。 

(注意等 エンジンは始動しない。

F8957 

(4)ダイアグノーシスチェックワイヤを使用してFp++B端子を短 

絡し,フューエルポンプを作動させる。 

注意 短絡位置を間違えると故障の原因となるため、絶対に関

違えない。

R2221 
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(5) インジェクターの先端にビニールチューブを取り付ける。 

(6) インジェクターの先にメスシリンダーを置く。 

(7) 端子棒をバッテリーに接続し,噴射量を測定する。 

基準値 50~53cc/15秒間 

1
1

  

F9528 

(6) 計器をバッテリーよりはずし,ノズル部からの漏れの有無を確 

認する。

1滴以下/3分間 基準値

R4066 

バキュームセンサー

バキュームセンサー点検2CC PIM E2 

出力電圧点検

(1)エンジン停止状態でイグニッションスイッチをONにする。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターおよびミニテストリードを使用 

してVcc→ボデーアース間の電圧を測定する。 

基準値 4.5~5.5V 
R4157 

コネクターをコンピューターに接続して,コネクターの 注意

裏側から点検する。

(3)バキュームセンサーのバキュームホースをはずし,マイティバ 

ックを接続する。

(4)大気開放状態から約300mmHgの負圧をかけたときのPIM←ボ 

デーアース間の電圧変化を測定する。

基準 3.5〜3.8V-2.3〜2.6V 

スロットルボデー

スロットルボデー点検,調整 

1 スロットルボデー点検 

(1)スロットルバルブシャフトのガタがないことを確認する。 

(2) 各ポートの詰まりがないことを確認する。 

(3)スロットルバルブの開閉が円滑であることを確認する。 
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(4)スロットルバルブ全閉位置でスロットルストップスクリューと スロットルレバー

レバーのすき間を点検する。

基準すき間がないこと

基準外の場合は調整する。

注意 スロットルストップスクリューは厳密に調整してあるた

め、必要以外は調整を行わない。

2 すき間調整 

(1)スロットルストップスクリューのロックナットをゆるめレバー 
スロットルストップスクリュー

R6962 と接触しない位置までスクリューを回す。

(2)スロットルバルブが全閉であることを確認する。 

(3) スロットルストップスクリューを締め込み,スロットルレバー 

と接触した位置からさらに¼回転締め付ける。 

(4)ロックナットでロックする。 

(5) スロットルポジションセンサーの点検を行う。(P2-31参照) 

(6) スロットルストップスクリューを黄ペンキで封印する。 

スロットルポジションセンサー

スロットルポジションセンサー点検

1 各端子間抵抗点検 

(1) スロットルレバーとストップスクリュー間にシックネスゲージ 

Vc をはさみ,トヨタエレクトリカルテスターを使用して,IDL→ 

0
0

 

VTA 
E2端子間の導通の有無を確認する。 -IDL 

E2 基準 0.40mm 導通あり

導通なし0.75mm 
Vc VTA IOL E2 

基準値外の場合は調整する。

(2) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,Vc→E2間の抵抗 R4069 

を測定する。

基準値 4.0~8.5KΩ 

(3) スロットルレバーを全閉から全開にしたときのVTA→E2間の抵 

抗の変化を測定する。

基準 スロットルレバーの開度に伴い,抵抗が比較的に増加す 

る

<参考> スロットルレバー全閉時の抵抗 0.2~6.0KΩ 

スロットルレパー全開時の抵抗 3.3~10KΩ 

ISCV 

ISCV点検 
ISC 

1 端子間抵抗点検 +B 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して各端子間の抵抗を測 
iSC2 

定する。

基準値 ISC1 +B 16.0~17.0Ω 

ISC2 +B 16.0~17.0Ω 
F9490 
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2 作動点検 

(1) +B端子にバッテリー(ISC1(開)端子をアースしたとき, 

バルブが開き側に動くことを確認する。

(2) +B端子にバッテリー(f), ISC2 (閉)端子をアースしたとき, 

バルブが閉じ側に動くことを確認する。

R4070 

水温センサー

水温センサー点検

1 端子間抵抗点検 

(1)端子間の抵抗を測定する。 

基準値 2~3Ω(水温20℃) 0 

0.2~0.4Ω(水温80℃) 

R 0398 

EFIメインリレー 

EFIメインリレー作動音点検 
3 2 

1 EFIメインリレー作動音点検 2 

4 3 (1)イグニッションスイッチをONにしたとき,リレーの接点が閉 
4 VM 1 

じる作動音がすることを確認する。

2 EFIメインリレー点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,各端子間の抵抗を 

H6279 測定する。

1→3端子間 50~90Ω 基準値

2 → 4 端子間 co 

(2) 1→3端子間にバッテリー電圧をかけたとき,2→4端子間の 

導通があることを確認する。

吸気温センサー

吸気温センサー点検

0 
1 端子間抵抗測定 

(1)水温20℃の水中に1分間以上放置後,端子間の抵抗を測定する。 
こ ○ 

基準値 2.2~2.7KΩ 

注意 センサー部先端より25mm以上は水中につけない。 

FB916 
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3S-FEエンジン-EFIシステム 2-33 

サーキットオープニングリレー

サーキットオープニングリレー点検
STA B Fp 

1 サーキットオープニングリレー作動音点検 
E, Fq 

(1) クランキングを開始すると同時にリレーの接点が閉じる作動音 

がすることを確認する。

2 サーキットオープニングリレー点検 

(1) トヨタエレクトリカルタスターを使用して,各端子問の抵抗を H-6-2 

測定する。

基準値

端 子 抵抗値(Ω) 

STA↔E, 30~60 

B→Fc 80~120 

8 
B→Fp 

0 
(STA↔E,端子間に12V加える) 

エンジンコントロールコンピューター

エンジンコントロールコンピューター点検

1 作動点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターおよびミニテストリードを使用 

して,各端子を点検する。 

注意 ·コネクターをコンピューターに接続しておき、コネクタ 

ー裏側から点検する。

・電圧を測定する場合は,テスターが電圧レンジになって 

いることを確認してから点検する。

M/T車 

Eol #10 STA ACT ISCC Ox G-) G1 IGf T THA PM THW L L3 Fc CCo Batt +B 

E.2 #20 IGt E. ACA 1500 VF E21 Ne B/K IDL Vcc VTA E2 L2 ELS SPD A/C EGW W +B 

R-42-2 

点検系統 端 子 測 定 条 件 基 準 値(V) 

Batt→ボデー 常時アース 10~14 
電源系

ボデー+B↔ 
アース - 10~14 

スロットルバルブ全閉 1.5以下 ボデー
IDL↔ 

アース
スロットルバルブ開(1.5以上) 4.5~5.5 

スロットルポジションセンサー系

スロットルバルブ全閉ボデー 1.0以下 
VTA↔ 

アース
スロットルバルブ全開 3.5~5.5 
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3S-FEエンジンーEFIシステム 2-34 

M/T車 

Eo. #10 STA Ox G(-) G1 T ACT ISCC IG f THA PM THW Li L3 Fc CCo Batt +B 

E02 #20 IGt E. ACA SC0 VF Ex VTA SPD Ne B/K IOL VCC Ex L2 ELS A/C EGW W +B 

R-42-2 

点検系統 端 í 測 定 条 件 基 準2 値 (V) 2 

ポート圧大気時 3.5~3.8 
ボデー

PIM↔ アース
負圧約300mmHgかけた時 バキュームセンサー系 2.3~2.6 

ボデ11 
Vcc+ イグニッションS/W ON 4.5~5.5 

アース

ボデ- 
吸気温センサー系 THA↔ 雰囲気温度約20℃ 1.2~2.1 アース

ボデー
水温センサー系 *HW 冷却水温約80℃ 0.2~0.4 

アース

ボデー
スターター信号 STA↔ クランキング時 6~14 

アース

イグニッションS/W ON 10-14 #10 ボデー 
噴射信号 ↓ 

#20 アース アイドル回転時 IIzレンジにてバー点滅または点灯 

IGt→ボース アイドル回転時 Hzレンジにてバー点滅または点灯 

イグナイター系
IGf ボデー 1.2以下 --- 

アース

(i1 +G( 
ディストリビューター系 アイドル回転時 IIzレンジにてバー点滅または点灯 

Ne↔G( 

エアコンOFF 2以下 
ボデーA/C↔ アース エアコン ON(A/C付き) 

8以下 
(マグネットクラッチ ON時) 

ボデーSPD↔ 駆動輪をゆっくり回転 0→10~14を繰り返す 
アース

ボデー0x+ 吸機後2500rpmで90秒間保持 0→1を繰り返す 
アース

ボデー 暖機後2500rpmで90秒間保持後アイドル回 
VF → 0→5.5を繰り返す 

アース 転に戻しT→E1端子間短絡 

- 10~14 
ボデー

Fc↔ 
アース

1以下 アイドル回転時

排気温ウォーニングランプ点灯時 3以下 
EGW ボデー 

アース
アイドル回転時 10~14 

その他 チェックエンジンウォーニングランプ点灯時 3以下 
ボデーW + 
アース

アイドル回転時 10-14 

ブレーキを踏む 10~14 
ボデーB/K↔ 
アース

ブレーキを離す 2以下 

イグニッションS/W ONでA/C ONII 5以下 
ボデー

ACT↔ 
アース

上記状態からスロットルバルブ全開 2以下 

ボデーACA↔ イグニッションS/W ONでA/C ON時 10~14 
アース

ボデー
ELS↔ ヘッドランプ ON,デフォッガー ONI寺 10~14 

アース

L1 
ボデー スロットルバルブを全閉から全開にゆっく

L2↔ 0→5を繰り返す 
アース り動かす

L3 

無断複製禁止 



3S-FEエンジンーEFIシステム 2-35 

M/T車 

Eo. #10 STA ACT iscc Ox G-) G IGf r THA PIM THW L し、 Fc CCo Batt +B 

Eo2 # 20 IGt E. ACA ISCO VF Ex Ne B/K ILDL. Vcc VTA E2 L2 ELS SPD A/C EGW W +B 

R-42-2 

点検 系統 端  了 測定 件 基 準 値(V) 条

3~14 ボデー 一

CCo↔ 
アース

排気温900℃以上 0~3 

ISCO↔ボデー アイドル回転時,テールランプまたはブロ 電圧が下がることアース

ボデーISCC↔ アモーター,電動ファン OFF→ON 
その他 アース 電圧が上がること

E1 

E2 ボデー 導通点検 常時導通Eo1 アース 
Eo2 

A/T車 

E。 #10 #20 ISCO isco CCD 5, S1 SL Gf p Ne Vr DG Ox THW THA 13 Vcc STA A/C SPO ACA 00 w B/K EGW EL.SBATT 

Eoo Gt l. 2 SP G. E T IDL VTA NSW ACT OD +8 00 M 6 し、 L, L, FC +B 

VAD-64-2 

点検 系統 端   子 測 定 条 件 基 準 値(V) 

Batt →デー 常時アース 10~14 
電 源 系 

+B↔ボデー - 10~14 アース

スロットルバルブ全閉 1.5以下 ボデー
IDL↔ 

アース
スロットルバルブ開(1.5°以上) 4.5~5.5 

スロットルポジションセンサー系
スロットルバルブ全閉 1.0以下 

ボデー
VTA↔ 

アース
スロットルバルブ全開 3.5~5.5 

ポート圧大気時 3.5~3.8 ボデー
PIM↔ 

アース
バキュームセンサー系 負圧約300mmHgかけた時 2.3~2.6 

ボデーVeet イグニッションS/W ON 4.5~5.5 
アース

ボデー吸気温センサー系 THA→ 雰囲気温度約20℃ 1.2~2.1 アース

THW↔ ボデー水温センサー系 冷却水温約80℃ 0.2~0.4 アース

ボデー
スターター信号 クランキング時STA↔ 

アース 6~14 

イグニッションS/W ON 10~14 #10 ボデー
噴射信号 →アース #20 アイドル回転時 Hzレンジにてバー点滅または点灯 

ボデーG1+ アース
ディストリビューター系 アイドル回転時 Hzレンジにてバー点滅または点灯 

ボデーNet 
アース
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3S-FEエンジンーEFIシステム 2-36 

A/T車 

STA Eo. #10 #20 ISCO ISCO CCD S S2 SL IGf Fex Ne Vr DG Ox THW THA PIM Vco A/C SPO ACA 00 W 8/K EGW ELS BATT 

E02 G E1 GK3 M IOL VTA E2 NSW ACT OD, m L. FC +B +B IGt L 2 SP, T L, 

VAD-64-2 

値(V) 点検系統 端 f 測 定 条 件 基準一

IGtヘボデー Hzレンジにてパー点滅または点灯 アイドル同転時
アース

アイドル回転時 Hzレンジにてバー点滅または点灯 イグナイター系 ボデー
IGI→ 

アース -- 1.2以下 

エアコンOFF 2以下 
ボデー

A/C↔ 
アース エアコン ON(A/C付き) 8以上 

(マグネットクラッチ ON時) 

ボデー 駆動輪をゆっくり回転 0←10~14を繰り返す SPD↔ アース

ボデー 暖機後2500rpmで90秒間保持 0 →1を繰り返す Ox 
アース

ボデー 援機機2500rpmで90秒間保持後アイドル回 0→5.5を繰り返す VF↔ 
アース 転に戻しTE1→E1端子間短絡 

10~14 - 
ボデー

Fc↔ 
アース 1以下 アイドル回転時

排気温ウォーニングランプ点灯時 3以下 
ボデー

FGW↑ 
アース

アイドル回転時 10~14 

チェックエンジンウォーニングランプ点灯時 3以下 
ボデーW→ 
アース

アイドル向転時 10~14 

10~14 ブレーキを踏む
ボデー

B/K↔ 
アース ブレーキを離す 2以下 

イグニッションS/W ONでA/C ONI 5以上 
ボデーその他 ACT↔ 
アース 上記状態からスロットルバルブ全開 2以下 

ACA→ボデー イグニッションS/W ONでA/C ON時 10~14 
アース

ELS→ボデー ヘッドランプ ON、デフォッカー ONIL 10-14 
アース

L1 スロットルバルブ全閉から全開へゆっくりボデー 0→5を繰り返す L2 → →ース 動かす
L3 

3~14 -- 
ボデー

CCo↔ 
アース 排気温900℃以上 0~3 

ボデーISCO↔ 電圧が下がること
アース アイドル回転時,テールランプまたはブロ 

ボデー アモーター,電動ファン OFF→ON 電圧が上がることISCC→ アース

P,Nレンジ 0.5以下 
ボデーNSW↔ 
アース P,Nレンジ以外 10~14 

E1 

E2 ボデー 常時導通
Eol アース 

導通点検

No2 

エンジン状態の指示のないものは、エンジン停止、イグニッションスイッチ ONの状態で点検を行う。 注意
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3S-FEエンジンーエンジンASSY 2-37 

エンジンASSY 

準備品

09228-06500 オイルフィルターレンチ オイルフィルター取りはずし用

SST 09301-32010 クラッチガイドツール クラッチディスグガイド用(M/T) 

パワーステアリングホースナッ
09631-22020 フレアナットおよびプレッシャーチューブ脱着用

トレンチセット

40 
→ 09258-00030 ホースプラグセット パワーステアリングフルード流出防止用

@ 
工 具 

エンジン脱着用09090-04010 エンジンスプリングデバイス 

エキゾーストフロントパイプ脱着用
ディープソケットレンチ(14mm) 

エンジンマウンティングインシュレーターRH脱着用 

アドヘシブ1324 
フライホイール,ドライブプレート,トルクコン 

バーター取り付けボルト塗布用

P/Sフルード注入およびエア抜き 注入用
油脂

その他
LLC 補充用

エンジンオイル 補充用
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3S-FEエンジンーエンジンASSY 2-38 

エンジンASSY脱着 

締め付けトルクー覧表 (kg·cm) 

締め付け箇所 締め付けトルク 締め付け箇所 締め付けトルク

ブラケット 800 エキゾーストフロントパイプ ×マニバーター 630 マウンティング

インシュレーターRR × エキゾーストフロントパイプ × センターパイプ 210 メンバー 790 

クラッチハウジング 380 マウンティングセンターメンバー× ボデー 400 
スチフナープレート × 

シリンダーブロック 380 ボデー 890 
マウンティング 650(M12) 

シリンダーブロック × クラッチハウジング ブラケット 530 470(M10) 
インシュレーターRH X 

クラッチカバー × フライホイール 195 ステー 430 

フライホイールボデー 890 1000 
マウンティング

クランクシャフト × 
インシュレーターLH ドライブプレート 850 × ブラケット 530 

280 ブラケット 800 ドライブプレート × トルクコンバーター 
マウンティング

インシュレーターFR X メンバー 790 

脱着作業上の留意点

1 燃料流出防止作業 

(P2-17参照) 

2 ドライブシャフト取りはずし 

(P7-38参照) 

3 ドライブシャフト取り付け 

(P7-52参照) 

4 A/Cコンプレッサー脱着 

(1) 低·高圧のホース付きで,A/Cコンプレッサーを取りはずし, 

針金などで吊っておく。

5 トルクコンバーター取り付け(A/T) 

(1) プレコートボルトを使用しているため,アドヘシブ1324を塗布 

して再使用する。

6 フライホイールまたはドライブプレート取り付け 

(1) プレコートボルトを使用しているため,アドヘシブ1324を塗布 

して再使用する。

7 フロントマウンティングインシュレーターおよびリヤマウンテ 

ィングインシュレーター調整

(1)マウンティングインシュレーターのスルーボルトをゆるめる。 

(2) エンジンを数回ゆすり,マウンティングインシュレーターに荷 

重がかからない状態にしてボルトを締め付ける。

T=800kg・cm 

8 P/Sフルード注入およびエア抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



3S-FEエンジンーエンジンASSY 2-39 

パーシャルエンジンASSY 

分解構成図

(4
) 

ペーンボンプASSY 

ペーンボンブ
ブラケット T= 130 

T=440 

フューエルインジェクターASSY 

V,ベルト 
ティストリビューターASSY 

T=400 T=180 
T=195 

インテークマニホールドASSY 

3 ベンチレーションホース

5 B 
T=195 @ 0 リンク 

a T=150 T=130 

60 
T=425 サージタンクステーNo1 

ウォーターアウトレット T=195 
● ガスケット T=195 

エンジンマウンティング ●ガスケット m 
ブラケットRH 

T=195 
T=95 11 2

0
 

3 
合

サーモスタット エキゾーストマニホールドヒート
インシュレーターNo.1 

T=530 
0 

ガスケット

オイルレベル
(d) ゲージ

オルタネータ

●ガスケット 

T=250 
●オイルフィルター エキゾーストマニホールド

T=90 ASSY ASSY 
T=185 

ウォーターインレット
21 

オルタネーターベルトアジャスティング
10 ベルト

T=220 T=425 

2 

T=195 
エキゾーストマニホールド
インシュレーターMo2 

T=425 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

R4048 
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3S-FEエンジンーエンジン本体 2-40 

エンジン本体

準備品

クランクシャフトプーリーホー
クランクシャフトプーリー固定用09213-54014 

ルディングツール

①) 
で

クランクシャフトプーリーアン
09213-60017 

ドギヤプラー

3 一ヘ J 

09213-00020 ボデーウィズボルト 

1,500 
09213-00030 ハンドル クランクシャフトプーリー取りはずし用SST 

09213-00050 ボルトセット 

クランクシャフトオイルシール
09223-63010 リヤオイルシール取り付け用

リプレーサー

コンパニオンフランジホールデ
クランクシャフトプーリー固定用09330-00021 

ィングツール

カムシャフトタイミングプーリーセットボルト締
09249-63010 トルクレンチアダプター 

め付け用

工 具 
クランクシャフトプーリー取りはずし用モンキーレンチ (375mm) 

ディープソケットレンチ(14mm) エキゾーストフロントパイプ脱着用

フライホイールボルト塗布用
アドヘシブ1324 ドライブプレートボルト塗布用

クランクシャフト修正用サンドペーパー(♯400) 

キヤッスル·MPグリースNo.2 各部塗布用

油脂
シールパッキンブラック 各部塗布用

その他

木片 エンジン保持用

注入用LLC 

エンジンオイル 各部塗布用
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3S-FEエンジンーエンジン本体 2-41 

タイミングベルト

脱着構成図

ガスケット

タイミングベルトカバー102 タイミングベルト

ホールプラグ· 

assatr テンションスプリング
タイミングベルトカバーNo1 

クランクシャフトブーリー

·タイミングベルトガイド Vベルト 
(P/Sポンプ用) 

ガスケット
目

T=740 

T=1100 O T=740 2 
P/Sオイルリザーバー 

エンジンマウンティング· 
ステーRH 

エンジンマウンティング
Vベルト インシュレーターRH 
(オルタネーター用) 

T = 800 

T =890 27 エンジンマウンティングブラケットRH 

T=530 P/Sオイルリザーバーブラケット 

·エンジンアンダーカバーMal 

C 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

R4143 

タイミングベルト取りはずし

1 バッテリー(一)ターミナル取りはずし 

2 エンジンアンダーカバーNo.1取りはずし 

3 オルタネーター用ベルト取りはずし 

4 P/Sポンプ用ベルト取りはずし 

5 P/Sリザーバータンク & ブラケット 

6 No.1シリンダー圧縮上死点前90°セット 

(1) クランクシャフトプーリーを右回転させ,上死点前90°にセット 

する。

(2)タイミングベルトカバーNo.2のホールプラグを取りはずす。 
合わせマーク
No.1 

(3)図のように鏡を使用して,カムシャフトベアリングキャップの 

合わせマークNo.1がカムシャフトタイミングプーリーの小穴か 1 

ら見える位置にあることを確認する。合わせマークが見える位

置にない場合はクランクシャフトプーリーを1回転右に回す。 

R4040 R0406 
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サ技報2-42 3S-FEエンジンーエンジン本体 

SST 7 クランクシャフトプーリー取りはずし 

(1) SSTを使用して,クランクシャフトプーリーボルトを取りは 

ずす。

SST 09213-54014 09330-00021 

SST 

F9559 

(2) SSTおよびモンキーレンチ375mmを使用して,クランクシャ 

SST フトプーリーを取りはずす。

SST 09213-00020 09213-00030 09213-00050 

8 エンジンマウンティングインシュレーターRH取りはずし 

9 エンジンマウンティングブラケットRH取りはずし 

10 タイミングベルトカバーNo.2取りはずし 

11 タイミングベルトカバーNo.1取りはずし 

12 タイミングベルト取りはずし 

(1) タイミングベルト背面にチョークなどで回転方向を明示する。 F9538 

(2)タイミングベルトアイドラーNa1のボルトをゆるめる。 

(3) テンションスプリングを取りはずす。 

(4) タイミングベルトガイドを取りはずす。 

(5)タイミングベルトを取りはずす。 

タイミングベルト取り付け

1 タイミングベルト取り付け 

(1) 図のように鏡を使用して,カムシャフトベアリングキャップの 

合わせマークNa1がカムシャフトタイミングプーリーの小穴か 

ら見える位置に合わせる。

(2) タイミングベルトの回転方向を確認し,図に示すようにタイミ 

ングベルトをかける。

各プーリー間で,タイミングベルトのゆるみがないよう 注意

に取り付ける。

(3) タイミングベルトガイドを取り付ける。 
10 

合わせマーク
No.1 

0 

F6781 R0406 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



サ技報

3S-FEエンジンーエンジン本体 2-43 

(4)ボルト5本でタイミングベルトカバーNo.1およびガスケット 

Na1,No.3を取り付ける。 

(5) クランクシャフトプーリーおよびボルトを仮付けする。 

(6) クランクシャフトプーリーがNo.1シリンダー圧縮上死点前90°の 
張りを持たせる

位置にセットされていることを確認する。

(7) クランクシャフトプーリー,タイミングベルトアイドラープー 

リーNo.2,ウォーターポンププーリー,カムシャフトタイミン 

グプーリー間に張りを持たせて,タイミングベルトを取り付け 

る。F6691 

注意 カムシャフトタイミングプーリーの小穴の中心とカムシ

3 ャフトベアリングキャップの合わせマークNo.1がずれな 合わせマーク
No.2 

いようにする。

1 

R 0409 

(8) クランクシャフトを正回転方向に90°回転させ,カムシャフトタ 合わせマーク
No.2 

イミングプーリーの小穴の中心をカムシャフトベアリングキャ

ップの合わせマークNo.2に合わせ,No.1シリンダーを圧縮上死 

点にセットする。

注意 絶対に逆回転しない。

F6783 (9) クランクシャフトプーリーの切り欠きとタイミングベルトカバ 

ーNa1の0°のマークが一致していることを確認する。 

(10) タイミングベルトアイドラーNa.1のボルトを締め付ける。 

T=425kg・cm 

2 タイミングベルトカバーNo.2取り付け 

3 エンジンマウンティングブラケットRH取り付け 

T=530kg・cm 

4 エンジンマウンティングインシュレーターRH取り付け 

5 クランクシャフトプーリーボルト締め付け 

(1) SSTを使用して,クランクシャフトプーリーのボルトを締め 
SST 

付ける。

SST 09213-54014 09330-00021 

T=1100kg・cm 

6 P/Sリザーバータンク取り付け 

7 P/Sポンプ用ベルト取り付け 

8 オルタネーター用ベルト取り付け

9 エンジンアンダーカバーNo.1取り付け 

SST 10 バッテリー(ターミナル取り付け 
A 0407 

無断複製禁止 



2-44 3S-FEエンジンーエンジン本体 

カムシャフトオイルシール

脱着構成図

タイミングベルトカバー
No.3 

T=190 
カムシャフトタイミング
プーリー

心

T=550 カムシャフトベアリング
1 キャップNo.1 

30 カムシャフトオイル
シール

ホールプラグー 3 T =180 

タイミングベルト テンションスプリング シリンダーヘッドカバー
カバーNo.2 

タイミングベルト ディストリビューター& 
タイミングベルト T=425 

レジスティブコード
カバーNo.1 

アイドラールol 
7 

タイミングベルトVベルト 
(オルタネーター用) ガスケット80 

ソベルト クランクシャフトプーリー
(P/Sポンプ用) 

T=1100 P/Sリザーバー 
T=740 タンクASSY 

T=740 8 骨
エンジンマウンティング T=250 
ステーRH T=440 

エンジンマウンティング
インシュレーターRH 

T=890 

T=530 (1) エンジンマウンティング
金 2) 身

ブラケットRH 

T=530 

P/Sオイルリザーバー 
ブラケット

エンジンアンダー
カバーNo.1 T=220 

T=400 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) 

R4144 

カムシャフトオイルシール交換

1 タイミングベルト取りはずし 

(P2-41参照) 

2 シリンダーヘッドカバー取りはずし 

(P2-6「バルブクリアランス点検調整」の1~6参照) 

3 カムシャフトタイミングプーリー取りはずし,取り付け 

(P1-43「カムシャフトオイルシール交換」の3~9参照) 

4 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(P2-7「バルブクリアランス点検調整」の10~14参照) 

5 タイミングベルト取り付け 

(P2-42参照) 

無断複製禁止 



3S-FEエンジンーエンジン本体 2-45 

カムシャフトNo.1 

脱着構成図

カムシャフトタイミング
ブーリー

タイミングベルト エアクリーナーキャップ W/ホース タイミングベルト カバーNo3 
カバーNo2 Y=550 

ガスケット

T = 740 3 

ホールプラグ

テンション T = 180 スプリング 8 
T=425 G 

シリンダーヘッドカバー

ディストリビューター & 
1 レジスティブコード

T=190 4
5

 

カムシャフトタイミングタイミングベルト
ブーリー

ガスケット
C 

タイミングベルト
カバーNo.1 40 T=1100 (j) 

Vベルト クランクシャフトプーリー

(P/Sポンプ用) カムシャフト
ベアリング カムシャフトNo1 T=130 

T=740 キャップ アクセルレーターケーブル✓ベルト No1 
(オルタネーター用) T=740 6 ✓ 

P/Sリザーバー 

·エンジンマウンティング タンクASSY 

ステーRH 

T=250 
エンジンマウンティング スロットルケーブル(A/T) 

T=440 インシュレーターRH 

T=890 

10 

0)m 

T=530 00 
T=530 

エンジンアンダー
カバーNo1 

エンジンマウンティング
ブラケットRH 

P/Sオイルリザーバーブラケット 
T=220 

T=400 

(……プレコートボルト 締め付けトルク(kg.cm) 

R4145 

カムシャフトNo.1取りはずし 

1 タイミングベルト取りはずし 

(P2-41参照) 

2 ディストリビューター取りはずし 

(P1-67参照) 

3 ワイヤハーネス取りはずし 

(P2-6「バルブクリアランス点検調整」の1~6参照) 

4 カムシャフトタイミングプーリー取りはずし 

(P1-45「カムシャフトNo.1取りはずし」の4〜5参照) 
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3S-FEエンジンーエンジン本体 2-46 

カムシャフトNo.1取り付け 

1 カムシャフトNo.1取り付け 

(P1-47「カムシャフトNo.1取り付け」の1~2参照) 

2 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(P1-6「バルブクリアランス点検,調整」の9〜14参照) 

3 ディストリビューター取り付け 

(P1-68参照) 

4 タイミングベルト取り付け 

(P2-42参照) 

カムシャフトNo.2 

脱着分解構成図

レジスティブコード
T=180 

3 
(2) グロメット

シリンダーベッドカバー
T=190 ガスケット 母

T=190 
カムシャフトベアリングキャップNod 

骨

カムシャフトベアリングキャップNo3 

No.2カムシャフト 

スナップリング
カムシャフトギヤ
スプリング

サブギヤ

ウェーブワッシャー

…締め付けトルク(kg·cm) 

R4146 
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3S-FEエンジンーエンジン本体 2-47 

カムシャフトNo.2取りはずし 

1 シリンダーヘッドカバー取りはずし 

(P2-6「バルブクリアランス点検,調整の1~6参照) 

2 カムシャフトNo.2取りはずし 

(3S-FEエンジン修理書P1-19参照) 

3 カムシャフトNo.2分解 

(3S-FEエンジン修理書P1-22参照) 

4 カムシャフトNo.2組み付け 

(3S-FEエンジン修理書P1-26参照) 

カムシャフトNo.2取り付け 

1 カムシャフトNo.2取り付け 

(P1-50参照) 

2 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(P2-6「バルブクリアランス点検,調整」の9〜14参照) 

シリンダーヘッドガスケット

脱着構成図

リヤシートクッションASSY 

コネクター
(フューエルポンプ用) 

● R4028 R4147 
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サ技報2-48 3S-FEエンジンーエンジン本体 

00 

T=180 

シリンダーヘッドカバー

カムシャフトベアリングキャップNo.1 

エンジンマウンティング タイミングベルト
カムシャフトベアリングキャップNa2 

インシュレーターRH カバーNo.3 7 3 ディストリビューター & タイミングベルト
エンジンマウンティング AY カムシャフトNo.1 レジスティブコード

カバーNo.2 ステー

DED カムシャフトNo.2 
T=740 ガスケット

T=740 田

T=550 
ホールプラグ

- 

エンジンマウンティング
ブラケットRH エアクリーナーキャップdp T=130 

テンションT=890 シリンダーヘッド
T=630 スプリング ウィズマニホールドT=425 オルタネーター

ASSY 
タイミングアイドラーT=530 

タイミングベルト オルタネーターベルト● ●ガスケット ●ガスケット 
タイミングベルト アジャスティングバー

サージタンクー
カバーNo.f ガスケット

ステーNo1 

アクセルレーターケーブル
Vベルト 
(P/Sポンプ用) マニホールド

サポート

ブラケット

ap P/Sオイルリザーバー 

P/Sオイルリザーバー 
ガスケットブラケット

クランクシャフトプーリー
T=1100 6 元

エンジンアンダー
エキゾーストフロントバイプNo.1カバー 

Vベルト 3 
(オルタネーター用) 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) ●……プレコートボルト 

R4155 R4156 

無断複製禁止 
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3S-FEエンジンーエンジン本体 2-49 

シリンダーヘッドガスケット取りはずし

1 燃料流出防止作業 

(P2-17参照) 

2 冷却水抜き取り 

3 バッテリー(ターミナル取りはずし 

(P2-44「カムシャフトオイルシール交換」の1~14参照) 

4 ディストリビューター取りはずし 

5 スロットルケーブル切り離し

エアクリーナーキャップおよびホース取りはずし6 

7 バキュームホース取りはずし

ワイヤハーネス取りはずし8 

9 オルタネーターおよびアジャスティングバー取りはずし

10 ラジエーターアッパーホース取りはずし 

11 フューエルメイン & リターンホース切り離し 

12 ヒーターアウトレットホース取りはずし 

13 ウォーターバイパスパイプ取りはずし 

14 エキゾーストマニホールドブラケット取りはずし 

15 インテークマニホールドステー取りはずし 

16 エキゾーストフロントパイプ取りはずし 

17 シリンダーヘッド取りはずし 

(3S-FEエンジン修理書P1-19「シリンダーヘッド取りはずし」の 

18参照) 

18 シリンダーヘッドASSY取りはずし 

(1) シリンダーヘッドボルトを数回に分けて均等にゆるめる。 

(2) シリンダーヘッドASSYおよびガスケットを取り付ける。 

シリンダーヘッドガスケット取り付け

1 シリンダーヘッドASSY取り付け 

(P1-53「シリンダーヘッドガスケット取り付け」の1~4参照) 

2 エキゾーストフロントパイプ取り付け 

3 インテークマニホールドステー取り付け 

4 エキゾーストマニホールドブラケット取り付け

ウォーターバイパスパイプ取り付け5 

6 フューエルメイン&リターンホース接続 

7 ヒーターアウトレットホース取り付け

8 ラジエータアッパーホース取り付け

オルタネーターおよびアジャスティングバー取り付け9 

10 ワイヤハーネス取り付け 

11 バキュームホース取り付け 

12 エアークリーナーキャップおよびエアーホース取り付け 

13 スロットルケーブル取り付け 

14 ディストリビューター取り付け 

無断複製禁止 



2-50 3S-FEエンジンーエンジン本体 

15 タイミングベルト取り付け 

(P2-42参照) 

16 冷却水注入 

クランクシャフトフロントオイルシール

脱着構成図

ガスケット

タイミングベルト
タイミングベルトカバーNo.2- 

ホールプラグ

タイミングベルトカバーNo.1 テンションスプリング

クランクシャフトタイミングプーリークランクシャフトブーリー

こと。オイルシール
Vベルト 3 10 (P/Sポンプ用) 

タイミングベルトガイド
②目 

ガスケットT=740 
T=1100 

[ T40 -4 普
エンジンマウンティング_ Pa 1 P/Sオイルリザーバー 
ライトステー

エンジンマウンティング Vベルト 
インシュレーターRH (オルタネーター用) 

T=890 

エンジンマウンティングブラケットRH 
① 1 T=530 名

9月 

P/Sオイルリザーバーブラケット 
T=530 

エンジンアンダーカバーNo.1 

締め付けトルク(kg·cm) ●…再使用不可部品 

R4043 

クランクシャフトフロントオイルシール交換

タイミングベルト取りはずし

(P2-41参照) 

2 クランクシャフトタイミングプーリー取りはずし 

(P1-55「クランクシャフトフロントオイルシール交換」の2〜4参照) 

3 タイミングベルト取り付け 
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3S-FEエンジンーエンジン本体 2-51 

エンジンリヤオイルシール

脱着構成図

M/T フライホイール

オイルシール

クラッチディスクASSY 

T=650(M12) 
T=470(M10) 

T = 195 

PC 

T=1000 

クラッチカハー
ASSY 

オイルシール

ドライブブレート マニュアルトランスアクスル
スペーサーフロントA/T T=280 

ドライフシャフトスペーサーリヤ
T=380 

T=650(M12) 
T=470(M10) 

T=380 
オートマチック
トランスアクスル

スチフナープレートLH 
0 

T=850 

ドライフプレート

d……プレコートボルト ●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

R0755 R0756 

エンジンリヤオイルシール取りはずし

1 クラッチディスクASSY取りはずし (M/T) 

2 オートマチックトランスアクスル取りはずし(A/T) - 

SST 
3 フライホイールまたはドライブプレート取りはずし 

(1) SSTを使用して,クランクシャフトを固定する。 

SST 09213-54014 09330-00021 

(2)ボルト8本をはずし,フライホイールまたはドライブプレート 

およびスペーサー2枚を取りはずす。 

4 シフトコントロールケーブルクランプ取りはずし 

(P1-60「オイルポンプ取りはずし」の8~11参照) 
SST 

F9559 

無断複製禁止 



2-52 3S-FEエンジンールブリケーション、クーリング、イグニッション、チャージング 

5 クランクシャフトリヤオイルシール交換 

(P1-55参照) 

フライホイールまたはドライブプレート取り付け6 

(1)セットボルトおよびボルト穴を脱脂する。 

(2)フライホイールまたはドライブプレートをセットする。 

注意 A/Tには、ドライブプレートの両側にスペーサーが1枚 

ずつ取り付いている。

(3)ボルト先端より2〜3ネジ山にアドヘシブ1324を塗布し,ボル 

トを取り付ける。

(4) SSTを使用して,クランクシャフトを固定しボルトを締め付 

ける。

09213-54014 09330-00021 SST 

T=1000kg·cm(フライホイール) 

T=850kg·cm(ドライブブレート) 

7 オートマチックトランスアクスル取り付け(A/T) 

8 クラッチディスクASSYおよびマニュアルトランスアクスル取 

り付け(M/T) F9559 

ルブリケーション

(P1-58参照) 

クーリング

(P1-61参照) 

イグニッション

(P1-66参照) 

チャージング

(P1-72参照) 
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3S-FEエンジン-3S-FEエンジン変更点 2-53 

3S-FEエンジン変更点 

変更概要

3S-FEエンジン修理書(品番63011 1986年8月発行)より以下の内容を変更しました。 

1 カムシャフト取り付け要領(P1-47参照) 

2 ディストリビューター(IGコイル別置タイプ)の変更による点検要領(P1-67参照) 

シリンダーヘッドボルトの締め付け要領(塑性域締め付け) 3 
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MEMO 
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